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かみさまは、ふたりに しごとを するようになんども ちゅうい しました。
ところが、ふたりは まったく きく みみを もちません。

「おまえたちは、あまのがわの  にしと ひがしに わかれて べつべつに くらしなさい！
 そして、まじめに しごとを するのだ！」
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おりひめが ぬのを おらないので かみさまの きものは ぼろぼろ です。
ひこぼしが うしの せわを しないので うしは やせほそり、はたけも あれほうだいに なりました。
みんな こまりはてて しまいました。

ふたりが まったく しごとに もどろうと しないので、
とうとう かみさまは、ふたりに  いいました。
「おりひめよ。ぬのをおる しごとを わすれたのか。
 ひこぼしよ。うしの せわは どうしたのか！」

そうして、ふたりは ふたたび あうことが できるように なりました。
『しちがつなのか』のよる、ちょっと よぞらを みあげて みてください。
あまのがわの りょうぎしに ひときわ うつくしく かがやく ほしが みえるでしょう。

むかし むかし、あまのがわの にしがわに おりひめ という うつくしい ひめが すんでいました。
おりひめは てんの かみさまの ひとりむすめで、かみさまたちの きものを つくる しごとを 
していました。

『しちがつなのか』のよるに なると、あまのがわに どこから ともなく
カササギのむれが とんできて、つばさを ひろげて はしを かけて

くれるように なりました。

『しちがつなのか』のよるに なると、あまのがわに どこから ともなく
カササギのむれが とんできて、つばさを ひろげて はしを かけて

くれるように なりました。
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こんどは ふたりが ないてばかりで しごとが できなくなって しまったので、
みかねた かみさまは、ふたりに いいました。
「おまえたちが、もとのように きちんと しごとを すると やくそく するのなら、
 ねんに いちど　『しちがつなのか』のよる だけ、ふたりが  あうのを ゆるしてやろう。」

かみさまの めに とまったのが、あまのがわの ひがしに すむ ひこぼし です。
ひこぼしは とても まじめな はたらきもので、うしの せわをする しごとを していました。

かみさまは、おりひめと ひこぼしを
あまのがわの りょうがわに むりやり ひきはなして しまいました。
かわの あちらと こちらに はなれていたら、
はなしもできず、かおを みることも できません。

ところが、おたがいのことしか めに はいらなくなった ふたりは、
しごとは そっちのけで、まいにち あそぶように なりました。
おりひめは ぬのを おるのを やめ、ひこぼしは うしの せわを しなくなりました。
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おりひめは くるひも くるひも、あさから ばんまで やすむことなく ぬのを おりつづけており、
てんの かみさまは それを しんぱい していました。
あるひ、かみさまは おもいつきました。
「そうだ、おりひめに けっこんあいてを さがしてやろう。」

それからは、ふたりは そのひを たのしみに まじめに はたらくように なりました。
おりひめが ぬのを おるように なったので、かみさまたちは きるものに こまらなくなりました。
ひこぼしが うしの せわを するように なったので、うしたちも げんきに なりました。

かみさまが ふたりを ひきあわせると、すぐに こ いに おち、けっこん することに なりました。
ふたりは、とても なかの よい ふうふに なりました。

それからというもの ふたりは なげきかなしみ、いえに とじこもってしまいました。
おりひめは、ぬのを おろうとせず、まいにち なきつづけました。
ひこぼしも、すっかり しずみこみ、うしの せわを しないので、
うしは ますます やせほそって しまいました。


